
(57)【要約】

【課題】従来の高周波加熱装置は、加熱庫２５を中仕切

りプレート２７で仕切り、各加熱室毎に加熱制御可能で

あるが、１調理モードのみの制御であり、例えば、高周

波加熱とヒータ加熱のような２調理モードの制御はでき

なかった。

【解決手段】本発明においては、ヒータ加熱手段と高周

波加熱手段とこれらを制御する制御手段を有し、加熱庫

２を仕切板で仕切り、複数個の加熱室を形成し、制御手

段がヒータ加熱手段と高周波加熱手段とを制御して、各

加熱室で異なる調理モードを行うことができる高周波加

熱調理器とした。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ヒ ー タ 加 熱 手 段 と 高 周 波 加 熱 手 段 と こ れ ら を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え る 高 周 波 加 熱 調 理
器 に お い て 、 加 熱 庫 を 仕 切 板 で 仕 切 り 、 複 数 個 の 加 熱 室 を 形 成 し 、 前 記 制 御 手 段 が 前 記 ヒ
ー タ 加 熱 手 段 と 高 周 波 加 熱 手 段 と を 制 御 す る こ と に よ り 、 各 加 熱 室 で 異 な る 調 理 モ ー ド を
行 う こ と を 特 徴 と す る 高 周 波 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ２ 】
各 加 熱 室 で 異 な る 調 理 モ ー ド を 同 時 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 周 波 加 熱
調 理 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 調 理 モ ー ド が 、 前 記 ヒ ー タ 加 熱 手 段 に よ る ヒ ー タ 加 熱 調 理 と 前 記 高 周 波 加 熱 手 段 に よ
る 高 周 波 加 熱 調 理 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 高 周 波 加 熱 調 理
器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 仕 切 板 に ヒ ー タ を 取 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の
高 周 波 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 仕 切 板 を 着 脱 自 在 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 高
周 波 加 熱 調 理 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 高 周 波 加 熱 調 理 器 に 関 し 、 特 に 加 熱 庫 を 仕 切 り 、 そ れ ぞ れ で 異 な る 調 理 モ ー ド
が 可 能 な 高 周 波 加 熱 調 理 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ５ は 従 来 の 高 周 波 加 熱 調 理 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
図 に お い て 、 ２ ２ は 、 高 周 波 加 熱 調 理 器 本 体 、 ２ ５ は 、 高 周 波 加 熱 調 理 器 本 体 内 に 設 け ら
れ 、 後 述 の 開 閉 自 在 の ド ア が 取 付 け ら れ て い る 加 熱 庫 、 ２ ６ は 、 加 熱 庫 ２ ５ に 開 閉 自 在 に
取 り 付 け ら れ た ド ア 、 ２ ７ は 、 加 熱 庫 ２ ５ 内 に 着 脱 可 能 に 設 け る こ と に よ り 、 複 数 の 加 熱
室 を 形 成 す る 中 仕 切 り プ レ ー ト 、 ２ ４ は 、 後 述 の 上 部 マ グ ネ ト ロ ン か ら 発 生 さ れ る 高 周 波
を 後 述 の 上 部 加 熱 室 に 導 く た め の 上 部 導 波 管 、 ２ ８ は 、 高 周 波 を 発 生 さ せ る 上 部 マ グ ネ ト
ロ ン 、 ２ ９ は 、 中 仕 切 り プ レ ー ト ２ ７ の 有 無 を 検 知 す る 中 仕 切 セ ン サ ー 、 ３ ０ は 、 高 周 波
を 発 生 さ せ る 下 部 マ グ ネ ト ロ ン 、 ３ １ は 、 下 部 マ グ ネ ト ロ ン ３ ０ か ら 発 生 さ れ る 高 周 波 を
後 述 の 下 部 加 熱 室 に 導 く た め の 下 部 導 波 管 、 ３ ２ は 、 上 部 加 熱 室 、 ３ ３ は 、 下 部 加 熱 室 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
高 周 波 調 理 器 に は 、 加 熱 庫 ２ ５ が 設 け ら れ 、 一 方 に は 開 閉 自 在 に ド ア ２ ６ が 設 け ら れ 、 そ
の 右 側 に 、 操 作 パ ネ ル 部 （ 図 示 せ ず ） が あ る 。 ド ア ２ ６ を 開 く と 、 加 熱 庫 ２ ５ が あ り 、 庫
内 中 央 を 水 平 に 仕 切 り 、 加 熱 庫 ２ ５ を 上 下 に 分 け る こ と が で き る 中 仕 切 り プ レ ー ト ２ ７ が
着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 中 仕 切 り プ レ ー ト ２ ７ の 着 脱 状 態 は 、 中 仕 切 り セ ン サ ー ２
９ に よ り 検 知 さ れ る 。
加 熱 用 マ グ ネ ト ロ ン は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 動 作 可 能 な 上 部 マ グ ネ ト ロ ン ２ ８ と 下 部 マ グ ネ
ト ロ ン ３ ０ が あ り 、 そ れ ぞ れ 、 上 部 導 波 管 ２ ４ と 下 部 導 波 管 ３ １ に よ り 、 上 部 加 熱 室 ３ ２
及 び 下 部 加 熱 室 ３ ３ に 高 周 波 を 送 る こ と が で き る 。
中 仕 切 り プ レ ー ト ２ ７ が あ る 場 合 に は 、 中 仕 切 り セ ン サ ー ２ ９ に よ り 、 中 仕 切 り プ レ ー ト
２ ７ が 検 知 さ れ 、 上 下 の 加 熱 室 そ れ ぞ れ 独 立 に 動 作 可 能 と な る 。
即 ち 、 上 部 加 熱 室 ３ ２ の 内 容 は 、 上 部 ガ ス セ ン サ ー （ 図 示 せ ず ） の 検 知 情 報 に よ り 制 御 さ
れ る 上 部 マ グ ネ ト ロ ン ２ ８ で 加 熱 さ れ 、 下 部 加 熱 室 ３ ３ の 内 容 は 、 下 部 ガ ス セ ン サ ー （ 図
示 せ ず ） の 検 知 情 報 に よ り 制 御 さ れ る 下 部 マ グ ネ ト ロ ン ３ ０ で 加 熱 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 加 熱 庫 ２ ５ 内 に 着 脱 可 能 な 中 仕 切 り プ レ ー ト
２ ７ を 有 し 、 中 仕 切 り プ レ ー ト ２ ７ で 仕 切 ら れ た 加 熱 室 ３ ２ 、 ３ ３ 毎 に 加 熱 制 御 可 能 で あ
る が 、 １ モ ー ド の み の 制 御 で あ る 。 即 ち 、 高 周 波 加 熱 だ け で あ り 、 例 え ば 、 高 周 波 加 熱 と
ヒ ー タ 加 熱 の よ う な ２ モ ー ド の 制 御 が で き な か っ た 。
ま た 、 加 熱 室 ３ ２ 、 ３ ３ 毎 に 、 マ グ ネ ト ロ ン ２ ８ 、 ３ ０ 、 導 波 管 ２ ４ 、 ３ １ 、 ガ ス セ ン サ
ー を 各 々 設 け て い る た め コ ス ト 高 で あ る 。
ま た 、 加 熱 庫 ２ ５ を 仕 切 ら な い で 使 用 す る 場 合 の 方 が 多 い た め 、 前 記 部 品 の い ず れ か 一 方
が 無 駄 に 取 付 け ら れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 加 熱 庫 を ヒ ー タ 付 仕
切 板 で 仕 切 り 、 加 熱 庫 を 小 さ く す る こ と で 、 ヒ ー タ 加 熱 時 に 、 加 熱 庫 内 の 温 度 の 立 ち 上 が
り を 早 く し 、 被 調 理 物 に 早 く 焦 げ 目 を 付 け る こ と が で き 、 例 え ば 、 ト ー ス ト や グ ラ タ ン 等
の 調 理 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 高 周 波 加 熱 調 理 器 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
ま た 、 加 熱 庫 を ヒ ー タ 付 仕 切 板 で 仕 切 り 、 複 数 の 加 熱 室 を 設 け 、 加 熱 室 毎 に 各 々 別 の 調 理
モ ー ド の 加 熱 を 同 時 に 行 う こ と が で き 、 例 え ば 、 一 方 で ト ー ス ト 等 の ヒ ー タ 加 熱 、 も う 一
方 で ミ ル ク の 温 め 等 の 高 周 波 加 熱 が 可 能 な 高 周 波 加 熱 調 理 器 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
ま た 、 ヒ ー タ 仕 切 板 を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 仕 切 板 を 外 せ ば 通 常 の オ ー ブ ン
レ ン ジ と し て 、 広 い 加 熱 庫 と し て 使 用 で き る 高 周 波 加 熱 調 理 器 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 ヒ ー タ 加 熱 手 段 と 高 周 波 加 熱 手 段 と 制 御 手
段 と を 備 え る 高 周 波 加 熱 調 理 器 に お い て 、 加 熱 庫 を 仕 切 板 で 仕 切 り 、 複 数 個 の 加 熱 室 を 形
成 し 、 制 御 手 段 に よ り 各 加 熱 室 で 異 な る 調 理 モ ー ド を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 請 求 項 １ の 高 周 波 加 熱 調 理 器 に お い て 、 各 加
熱 室 で 異 な る 調 理 モ ー ド を 同 時 に 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 高 周 波 加 熱 調 理 器 に
お い て 、 調 理 モ ー ド が ヒ ー タ 加 熱 手 段 に よ る ヒ ー タ 加 熱 調 理 と 高 周 波 加 熱 手 段 に よ る 高 周
波 加 熱 調 理 で あ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の 高 周 波 加 熱
調 理 器 に お い て 、 仕 切 板 に ヒ ー タ を 取 付 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か の 高 周 波 加 熱
調 理 器 に お い て 、 仕 切 板 を 着 脱 自 在 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 １ ．
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ４ に よ り 説 明 す る 。 図 １ は 、 実
施 の 形 態 １ の 高 周 波 加 熱 調 理 器 の 外 観 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ り 、 図
３ は 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は 本 実 施 の 形 態 の 高 周 波 加 熱 調 理 器 の 調 理 形 態 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ れ ら の 図 に お い て 、 １ は 、 高 周 波 加 熱 調 理 器 の 本 体 、 ２ は 、 高 周 波 加 熱 調 理 器 本 体 内 に
設 け ら れ 、 後 述 の 開 閉 自 在 の ド ア が 取 付 け ら れ て い る 加 熱 庫 、 ３ は 、 加 熱 庫 ２ に 開 閉 自 在
に 取 り 付 け ら れ た ド ア 、 ４ は 、 加 熱 庫 ２ 内 に 着 脱 可 能 に 設 け る こ と で 複 数 の 加 熱 室 を 形 成
し 、 ヒ ー タ が 取 付 け ら れ た ヒ ー タ 付 仕 切 板 、 ５ は 、 加 熱 庫 ２ の 上 部 に 取 付 け ら れ た 上 ヒ ー
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タ 、 ６ は 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ の 上 に 載 せ て 被 調 理 物 を 載 置 す る 載 置 台 で あ る 網 、 ７ は 、 ト
ー ス ト 等 の 焦 げ 目 を 付 け る 上 被 調 理 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 ８ は 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ の ヒ ー タ で 、 仕 切 板 に 一 体 に 取 付 け ら れ る 。 ９ は 、 ヒ ー タ
付 仕 切 板 ４ を 載 置 す る 棚 部 、 １ ０ は 、 高 周 波 を 発 生 さ せ る マ グ ネ ト ロ ン 、 １ １ は 、 マ グ ネ
ト ロ ン １ ０ で 発 生 し た 高 周 波 を 加 熱 室 に 導 く 導 波 管 、 １ ２ は 、 導 波 管 １ １ よ り 導 か れ た 高
周 波 が 加 熱 庫 ２ 内 に 給 電 さ れ る 給 電 口 、 １ ３ は 、 後 述 の モ ー タ と 連 結 さ れ 、 後 述 の 回 転 皿
を 載 置 し 、 調 理 時 に 回 転 さ せ る 回 転 台 、 １ ４ は 、 回 転 台 を 回 転 さ せ る モ ー タ 、 １ ５ は 、 被
調 理 物 を 載 置 す る 回 転 皿 、 １ ６ は 、 ミ ル ク 等 の 高 周 波 で 温 め る 下 被 調 理 物 、 １ ７ は 、 加 熱
庫 ２ の 下 部 に 取 付 け ら れ た 下 ヒ ー タ 、 １ ８ は 、 上 部 加 熱 室 、 １ ９ は 、 下 部 加 熱 室 、 ２ ０ は
、 ヒ ー タ 端 子 受 部 、 ２ １ は 、 操 作 パ ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
高 周 波 加 熱 調 理 器 の 本 体 １ 内 部 に は 、 加 熱 庫 ２ が 設 け ら れ 、 一 方 に 開 閉 自 在 な ド ア ３ が 取
付 け ら れ て い る 。
ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ は 、 皿 状 （ 又 は 浅 い 容 器 状 ） に 形 成 さ れ 、 そ の 内 側 の 底 面 に ヒ ー タ ８ が
取 付 け ら れ 、 上 部 の 縁 部 に 上 被 調 理 物 ７ を 載 置 す る 載 置 台 で あ る 網 ６ が 載 せ ら れ る 。
加 熱 庫 ２ の 下 部 に は 、 回 転 台 １ ３ が 設 け ら れ 、 こ の 回 転 台 １ ３ に は 、 モ ー タ １ ４ が 連 結 さ
れ て お り 、 調 理 時 に は 、 モ ー タ １ ４ が 回 転 し 、 回 転 台 １ ３ を 回 転 さ せ る 。
さ ら に 、 回 転 台 １ ３ に は 、 被 調 理 物 を 載 置 す る た め の 回 転 皿 １ ５ が セ ッ ト さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 実 施 の 形 態 の 高 周 波 加 熱 調 理 器 で は 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ の 有 り ・ 無 し 、 上 部 加 熱 室 １ ８
・ 下 部 加 熱 室 １ ９ 使 用 状 況 、 熱 源 と し て ヒ ー タ ・ 高 周 波 使 用 状 況 に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う
に １ ２ 種 類 の 調 理 形 態 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま ず 、 調 理 形 態 １ に つ い て 説 明 す る 。 調 理 形 態 １ は 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ を 使 用 し て 、 下 部
加 熱 調 理 室 １ ９ は 使 用 せ ず に 、 上 部 加 熱 調 理 室 １ ８ で 、 調 理 モ ー ド の 一 つ で あ る ヒ ー タ 加
熱 調 理 を 行 う 。
調 理 時 に は 、 ま ず ド ア ３ を 開 き 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ を 加 熱 庫 ２ の 側 壁 に 設 け ら れ た 棚 部 ９
に 載 せ 、 奥 側 に 移 動 さ せ セ ッ ト す る 。 こ こ で ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ に は 、 ヒ ー タ ８ が 一 体 的 に
取 付 け ら れ て お り 、 棚 部 ９ に セ ッ ト す る と 、 ヒ ー タ 端 子 受 部 ２ ０ と 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ に 載 置 台 で あ る 網 ６ を セ ッ ト し 、 こ の 上 に 上 被 調 理 物 ７ を 載 せ 、
ド ア ３ を 閉 じ 、 操 作 パ ネ ル ２ １ の 所 定 の キ ー を 操 作 し て 、 上 ヒ ー タ ５ と ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４
の ヒ ー タ ８ に 通 電 さ せ 、 所 定 の 時 間 加 熱 調 理 さ れ る と 調 理 終 了 と な る 。
こ こ で 、 ヒ ー タ ８ と ヒ ー タ 端 子 部 ２ ０ が 連 結 さ れ る こ と で 、 制 御 は ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ が 装
着 さ れ て い る こ と を 認 識 し 、 下 ヒ ー タ １ ７ に は 通 電 さ れ ず に ヒ ー タ ５ と ヒ ー タ ８ に 通 電 制
御 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
調 理 形 態 １ で は 、 上 部 加 熱 室 １ ８ は 加 熱 庫 ２ に 対 し て 、 容 積 を 小 さ く す る こ と で 、 加 熱 庫
２ 内 の 温 度 の 立 上 り を 早 く す る こ と が で き る 。 即 ち 、 被 加 熱 物 に 早 く 焦 げ 目 を 付 け る こ と
が で き る 。 例 え ば 、 ト ー ス ト や グ ラ タ ン 等 の 調 理 時 間 を 短 縮 で き る 。 調 理 時 間 を 短 縮 し 、
省 エ ネ と な る 。
ま た 、 早 く 焦 げ 目 が 付 け ら れ る と 、 表 面 は パ リ ッ ト 、 中 は シ ッ ト リ と し た お い し い ト ー ス
ト を 焼 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 調 理 形 態 ２ を 説 明 す る 。 調 理 形 態 ２ は 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ を 使 用 し て 、 上 部 加 熱 調
理 室 １ ８ で ヒ ー タ 加 熱 調 理 を 行 い 、 下 部 加 熱 調 理 室 １ ９ で は 高 周 波 加 熱 調 理 を 行 う 。 即 ち
、 異 な る 調 理 モ ー ド を 同 時 に 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 部 加 熱 調 理 室 １ ８ に 関 し て は 、 前 記 の 調 理 形 態 １ と 同 じ で あ る 。
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下 部 加 熱 調 理 室 １ ９ の 回 転 皿 １ ５ に 下 被 調 理 物 １ ６ を 載 置 し 、 ド ア ３ を 閉 じ 、 操 作 パ ネ ル
２ １ の 所 定 の キ ー 操 作 を 行 う と 、 上 ヒ ー タ ５ と ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ の ヒ ー タ ８ に 通 電 さ れ る
と と も に 、 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ に も 通 電 さ れ 、 発 生 し た 高 周 波 が 導 波 管 １ １ に 導 か れ 、 給 電
口 １ ２ か ら 下 部 加 熱 室 １ ９ に 給 電 さ れ 、 下 被 調 理 物 １ ６ が 加 熱 調 理 さ れ る 。 所 定 の 時 間 加
熱 調 理 さ れ る と 、 調 理 終 了 と な る 。
こ こ で 、 加 熱 庫 ２ は ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ で 仕 切 ら れ て い る の で 、 上 部 加 熱 室 １ ８ で は 、 ヒ ー
タ 加 熱 調 理 、 下 部 加 熱 室 １ ９ で は 高 周 波 加 熱 調 理 が 行 わ れ る 。 特 に 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ を
金 属 製 と し 、 高 周 波 の 反 射 に よ り 下 部 加 熱 室 １ ９ の 高 周 波 加 熱 調 理 の 効 率 を 一 層 上 げ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
調 理 形 態 ２ で は 、 各 々 加 熱 室 １ ８ 、 １ ９ は 、 仕 切 る こ と に よ り 、 加 熱 庫 ２ に 対 し て 、 容 積
を 小 さ く で き 、 上 部 加 熱 室 １ ８ で は 、 加 熱 室 内 の 立 上 り 温 度 が 早 く な り 、 被 調 理 物 ７ に 早
く 焦 げ 目 が 付 け ら れ る 。 即 ち 、 前 記 調 理 形 態 １ の 上 部 加 熱 室 １ ８ の ヒ ー タ 加 熱 調 理 と 同 じ
効 果 が 得 ら れ る 。
下 部 加 熱 室 １ ９ で は 、 同 じ く 容 積 を 小 さ く す る こ と で 、 高 周 波 加 熱 を 効 率 よ く 行 う こ と が
で き る 。 例 え ば 、 ミ ル ク の 温 め 等 の 高 周 波 加 熱 調 理 が 効 率 よ く で き る 。
ま た 、 ヒ ー タ 加 熱 調 理 と 高 周 波 加 熱 調 理 を 同 時 に 行 う こ と が で き る た め 、 例 え ば 、 一 方 で
ト ー ス ト 等 の ヒ ー タ 加 熱 調 理 、 も う 一 方 で ミ ル ク の 温 め 等 の 高 周 波 加 熱 調 理 が で き 、 調 理
時 間 が 短 縮 で き 、 省 エ ネ と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
調 理 形 態 １ 、 ２ 以 外 の 調 理 形 態 は 、 調 理 の 操 作 は 、 調 理 形 態 １ 、 ２ と 同 様 で あ り 、 加 熱 室
、 使 用 熱 源 、 仕 切 板 の 使 用 等 は 図 ４ に 記 載 の 通 り で あ る 。
図 ４ に お い て 、 上 部 加 熱 室 調 理 モ ー ド 欄 及 び 下 部 加 熱 室 調 理 モ ー ド 欄 に は 、 夫 々 の 加 熱 室
で の 調 理 モ ー ド が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 部 加 熱 室 の 調 理 モ ー ド は 、 上 部 加 熱 室 調 理 モ ー ド 欄 に 記 載 の よ う に 、 ヒ ー タ 加 熱 調 理 及
び ヒ ー タ 主 体 加 熱 調 理 で あ る 。 ヒ ー タ 加 熱 調 理 は 、 上 ヒ ー タ ５ 、 ヒ ー タ ８ 使 用 の 加 熱 調 理
で あ り 、 ヒ ー タ 主 体 加 熱 調 理 は 、 こ れ ら の ヒ ー タ に 加 え て ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ を 非 金 属 製 と
し 、 下 部 加 熱 室 の 高 周 波 が 上 部 加 熱 室 に も 一 部 照 射 さ れ る よ う に し た 加 熱 調 理 で あ る 。
下 部 加 熱 室 の 調 理 モ ー ド は 、 下 部 加 熱 室 調 理 モ ー ド 欄 に 記 載 の よ う に 、 高 周 波 加 熱 調 理 及
び 高 周 波 ・ ヒ ー タ 加 熱 調 理 で あ る 。 高 周 波 加 熱 調 理 は マ グ ネ ト ロ ン １ ０ の 高 周 波 に よ る 加
熱 調 理 で あ り 、 高 周 波 ・ ヒ ー タ 加 熱 調 理 は こ れ に 下 ヒ ー タ １ ７ を 加 え た 加 熱 調 理 で あ る 。
調 理 形 態 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ で は 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ を 使 用 し な い の で 、 加 熱 庫 ２ 内 で 、 そ
れ ぞ れ 、 上 ヒ ー タ ５ 、 下 ヒ ー タ １ ７ 使 用 の ヒ ー タ 加 熱 調 理 、 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ 使 用 の 高 周
波 加 熱 調 理 、 こ れ ら の ヒ ー タ ５ 、 １ ７ と マ グ ネ ト ロ ン １ ０ 使 用 の 高 周 波 ・ ヒ ー タ 加 熱 調 理
を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ヒ ー タ 付 仕 切 板 欄 の 記 載 で 、 「 使 用 」 、 「 使 用 せ ず 」 と は 、 そ れ ぞ れ 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４
を 使 用 、 使 用 し な い の こ と で あ る 。 ま た 、 「 金 属 」 、 「 非 金 属 」 と は 、 使 用 す る ヒ ー タ 付
仕 切 板 ４ の 材 質 を 表 し 、 「 金 属 」 は 金 属 製 と し て 、 高 周 波 を 反 射 し 下 部 加 熱 室 １ ９ の 高 周
波 加 熱 の 効 率 を 上 げ 、 「 非 金 属 」 は 非 金 属 製 、 即 ち 、 誘 電 体 （ こ こ で は 隙 間 の 多 い 仕 切 り
板 も 含 む ） 製 と し て 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク 等 と し 、 高 周 波 を 上 部 加 熱 室 １ ８ に も 一 部 照 射 し
て 、 上 部 加 熱 室 １ ８ の ヒ ー タ 主 体 加 熱 調 理 を 可 能 と す る 。
特 徴 欄 に は 、 各 調 理 形 態 の 特 徴 と な る 主 な 効 果 を 記 載 し て い る 。 調 理 形 態 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ６
で は 、 上 部 加 熱 室 １ ８ と 下 部 加 熱 室 １ ９ で は 異 な る 調 理 モ ー ド を 同 時 に 実 施 で き 、 そ れ ぞ
れ 、 加 熱 庫 ２ を 分 割 し た こ と に よ り 効 率 良 い 加 熱 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 の 形 態 の 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 １ ２ 種 類 の 調 理 形 態 を 可 能 と し て い る が 、 全 て の 種
類 の 調 理 形 態 を 実 施 で き な く て も よ く 、 適 宜 選 択 す れ ば よ い 。
調 理 形 態 １ 、 ２ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ は 必 ず 必 要 で あ る 。 こ れ ら に 調 理 形 態 ３ を 加 え る こ と
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が 望 ま し い 。 残 り の 調 理 形 態 は 高 周 波 加 熱 調 理 器 の 用 途 等 に よ り 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 実 施 の 形 態 の 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 調 理 モ ー ド の 選 定 、 設 定 は 操 作 パ ネ ル ２ １ の 操 作 に
よ り 行 い 、 制 御 装 置 （ 図 示 な し ） が こ れ に 基 づ き ヒ ー タ 出 力 、 マ グ ネ ト ロ ン 出 力 、 加 熱 時
間 等 を 制 御 す る 。
ま た 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ が 装 着 さ れ 、 ヒ ー タ 端 子 部 ２ ０ が こ れ を 認 識 す る と 、 ヒ ー タ ５ と
ヒ ー タ ８ に 通 電 し 、 下 ヒ ー タ １ ７ に は 通 電 さ れ な い 通 電 制 御 を 行 う の が 原 則 で あ る が 、 調
理 形 態 ３ 、 ５ 、 ６ 、 ８ 、 ９ の 場 合 は 、 操 作 パ ネ ル ２ １ を 操 作 す る こ と に よ り 、 下 ヒ ー タ １
７ の 使 用 を 可 能 と で き る 。
さ ら に 、 ヒ ー タ 付 仕 切 板 ４ は ヒ ー タ ８ が 一 体 的 に 取 付 け ら れ て い る が 、 仕 切 板 で 仕 切 ら れ
て 上 部 加 熱 室 １ ８ を 形 成 し 、 ヒ ー タ 加 熱 調 理 モ ー ド で 上 被 調 理 物 ７ の 下 面 を 加 熱 で き 、 焦
げ 目 を 付 け る こ と が で き れ ば 、 取 付 け 方 法 は 問 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 ヒ ー タ 加 熱 手 段 は 、 上 ヒ ー タ ５ 、 ヒ ー タ ８ 、 下 ヒ ー タ １ ７ 等 が 該 当 す
る 。 ま た 、 高 周 波 加 熱 手 段 は 、 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ 、 導 波 管 １ １ 等 が 該 当 す る 。 さ ら に 、 制
御 手 段 は ヒ ー タ 加 熱 手 段 、 高 周 波 加 熱 手 段 及 び こ れ ら を 操 作 、 制 御 す る 装 置 が 該 当 す る 。
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 加 熱 庫 ２ を ２ 分 割 し た 場 合 を 記 載 し た が 、 ３ 分 割 以 上 と し て も
良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 ヒ ー タ 加 熱 手 段 と 高 周 波 加 熱 手 段 と 制 御 手
段 と を 備 え る 高 周 波 加 熱 調 理 器 に お い て 、 加 熱 庫 を 仕 切 板 で 仕 切 り 、 複 数 個 の 加 熱 室 を 形
成 し 、 制 御 手 段 に よ り 各 加 熱 室 で 異 な る 調 理 モ ー ド を 行 う の で 、 各 加 熱 室 で 異 な る 調 理 モ
ー ド の 調 理 を 効 率 よ く 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 請 求 項 １ の 高 周 波 加 熱 調 理 器 に お い て 、 各 加
熱 室 で 異 な る 調 理 モ ー ド を 同 時 に 行 う の で 、 各 加 熱 室 で 異 な る 調 理 モ ー ド を 行 う こ と が で
き る の で 、 各 加 熱 室 で 異 な る 調 理 モ ー ド の 調 理 を 同 時 に 効 率 よ く 行 え 、 調 理 時 間 の 短 縮 と
な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 高 周 波 加 熱 調 理 器 に
お い て 、 調 理 モ ー ド が 、 ヒ ー タ 調 理 加 熱 と 高 周 波 加 熱 調 理 で あ る の で 、 ヒ ー タ 調 理 加 熱 で
焦 げ 目 を つ け た 調 理 が 効 率 よ く で き 、 高 周 波 加 熱 調 理 も 効 率 よ く で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の 高 周 波 加 熱
調 理 器 に お い て 、 仕 切 板 に ヒ ー タ を 取 付 け る の で 、 仕 切 板 の 設 置 と と も に ヒ ー タ が 設 置 で
き 、 仕 切 ら れ た 加 熱 室 で の ヒ ー タ 加 熱 調 理 が 効 率 よ く で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 高 周 波 加 熱 調 理 器 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か の 高 周 波 加 熱
調 理 器 に お い て 、 仕 切 板 を 着 脱 自 在 と す る の で 、 仕 切 板 で 仕 切 っ て 効 率 良 い 調 理 が で き る
と と も に 、 仕 切 板 を 取 外 す こ と で 、 広 い 庫 内 を 要 す る 被 加 熱 物 の 調 理 も 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す 高 周 波 加 熱 調 理 器 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す 高 周 波 加 熱 調 理 器 の 調 理 形 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 高 周 波 加 熱 調 理 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 高 周 波 加 熱 調 理 器 、 ２ 　 加 熱 庫 、 ５ 、 ８ 、 １ ７ 　 ヒ ー タ 加 熱 手 段 、 １ ０ 、 １ １ 　 高 周
波 加 熱 手 段 、 １ ８ 、 １ ９ 　 加 熱 室 。

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-12095 A 2004.1.15



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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